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 高温超伝導体における対形成機構を理解するためには、電子が受けている多体

相互作用を明らかにする必要がある。この多体効果が繰り込まれた準粒子のバンド分散

は、角度分解光電子分光(ARPES)によって直接観測できる。銅酸化物系のノード方向
では、70 meV 付近に、準粒子の群速
度が急激に変化するキンク構造が報

告されており、その起源について議論

が続いている。ARPES 実験において
低エネルギー励起光を用いると、より

高い波数分解能で準粒子分散や散乱

確率を観測することが可能である。そ

こで本研究では、単層の CuO2面をも

つ 銅 酸 化 物 高 温 超 伝 導 体

Bi2Sr2-xLnxCuO6+ δ (Bi2201)の最適
ドープおよび不足ドープ試料につい

て、低エネルギー放射光を用いた角度

分解光電子分光実験を行い、ノード方向の準

粒子分散と散乱確率のエネルギー依存性を

精密に決定し、ホール濃度による準粒子構造

の変化を調べた。図１に、ノード方向で測定

した最適ドープおよび不足ドープ Bi2201
の光電子スペクトルを示す。測定では、hν= 7.65 eV（最適ドープ）、7.8 eV（不足ド
ープ）の放射光を用いた。不足ドープの結果ではピーク幅がややブロードになっている

ものの、キンク構造が 70 meV 付近に明瞭に観測されている。それぞれの試料の結果に
ついて、運動量分布曲線(MDC)のピーク位置とピーク幅から準粒子分散と準粒子散乱
確率を決定した。各ドープ領域について得られた自己エネルギーの比較は、70 meV 付
近に加えて 40 meV 付近にも弱いキンク構造が存在し、40 meV 付近の構造が不足ドー
プ領域でより強くなることを示している。これは、電子と各励起モードとの結合定数が

ホール濃度に依存していることを示唆している。 

図１ 低エネルギー放射光 (hν= 7.65 eV 

(OPT)、7.8 eV (UD))で測定した Bi2201

のノード方向のスペクトル。最適ドープ

(左 )、不足ドープ(右 )の結果を示す。各点は

運動量分布曲線のピーク位置を示す。  


